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第2回教育データ利活用SIPシンポジウム＠北海道 2025.7.6

研究チーム④北海道教育大学チームの取り組み

遠隔授業における学びの保障とデータの利活用

姫野完治（北海道教育大学）

川俣智路（北海道教育大学）
重田勝介（北海道大学）
佐藤豊記（T-base）
戸枝亮寛（T-base）
山本 龍（T-base）

SIPチームの研究体制

サブ課題 サブテーマ 研究機関 具体的な目標

サブ課題A OKLMデジタルツイン情報
基盤の研究開発

京都大学
緒方研究室

デジタル教材の配信基盤システムBookRollを構築(a-1①)
個人適応型のデータ駆動型教育の基盤システムとしてLEAFを
構築(a-3②)

大阪大学
村上研究室

人間中心のELSIガイドラインの作成(a-3①)

東北学院大学
稲垣研究室

学習データを用いた多様な指標・評価方法の提案(a-4①)

サブ課題B OKLMデジタルツイン応用
システムの構築と実証実験

京都大学
緒方研究室

教材、講義ビデオ、問題の推薦機能、グループ編成機能の構
築(b-X-X)

(株)内田洋行 教材、講義ビデオ、問題の推薦、グループ編成機能の実証評
価(b-X-X)

サブ課題C 個別最適な学びを実現する
仮想空間の開発

広島市立大学
毛利研究室

現実・仮想空間をシームレスにつなぐ学習環境の実現
(c-1-②) (c-2-①)

サブ課題D 初等中等教育を中心とした
実証実験

北海道教育大学
姫野研究室

小・中・高・大学における実証(d-1①) - 特に北海道地域

(株)内田洋行 小・中・高・大学における実証(d-1①)

北海道教育大学チームの研究

－T-base（北海道高等学校遠隔授業配信センター）
・北海道内の小規模高校に対して、リアルタイムで授業を配信するセンター
・札幌市内にある北海道有朋高校内に設置されている
・2025年度は、北海道内32校に、週297時間配信、受講者数は、延べ952名
・教員24名（国:1、地公:1、数:6、理:4、音:1、書:2、英:5、情:1、家:1）
・教員一人当たりの担当授業時間は平均16時間/週、最大担当校6校
・北海道教育委員会が各学校の教員定数外で独自に設置

T-baseとは？
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北海道における少子化と学校統廃合

2023.6.27読売オンライン 2023.12.12 マネーポストWEB

▹すでに高校のない市町村はかなり存在している
▹現在は、義務教育学校へ移行して、何とか一市町村に一校を維持しているが、
近いうちに学校のない市町村が出てくることも予想される

－人口減少と高校の統廃合の状況
▹高校のクラス数減少 ⇒教師数が減る
▹授業数の少ない教科の教師を置くことが難しい
▹生徒の進学の幅に対応することが難しい
▹フルに教師を配置できない学校へ近隣校から応援
⇒センター校と地域キャンパス校

北海道の教育事情：T-base設置までの経緯

－2021年(R3)3月
北海道有朋高校内にT-base（遠隔授業配信センター）を設置

北海道の教育事情：T-base設置までの経緯

－既設の配信センター
高知県 北海道

ー2025年度に開設
静岡県 大分県 長崎県、鹿児島県

ー今後設置を検討
青森県 山形県 埼玉県 愛媛県
島根県 岐阜県

ーセンター方式以外での遠隔授業配信
岩手県 新潟県 広島県

遠隔授業ならではの
教育データ利活用モデルが求められている

この流れは、北海道だけではない
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－T-baseが行っている授業配信の特徴
・リアルタイムでの授業配信
・年に2回は対面授業（教員が各学校へ）
・習熟度別授業の場合は、進学グループを担当
・配信先の学校の授業時間帯を統一
・長期休業中の講習も実施

T-base（北海道高等学校遠隔授業配信センター）概要

－教師別に25教室を設置
・25教室で年間50万円で実現
・グループ学習なども問題なく
実現可能

・一定時間が過ぎると、音声が
ミュートになってしまう

・T-baseと1校の接続であれば、
今のところZoomやMeetでも
授業は可能

メタバースを活用した遠隔授業の試行

－遠隔教育だからこそ重要になる学習履歴
▹遠隔授業における課題 遠隔授業の様子
・生徒の手元を見ることが難しい
・ノートを提出してもらっても過程が見えない

▹2校への配信授業でLEAFシステムを導入
天塩高校：数学
寿都高校：英語

▹遠隔ならではのLEAFシステムの活用方法
LEAF活用による学習効果の解明

北海道教育大学チームが進めている研究概要

帯活動

Oral introduction

Q and A, T/F question, mini-
speaking, mini-writing など

Training (dictation, 音読など)

Output    Speaking / Writing

( Grammar )

授業の流れとLEAFシステムの活用

①時間の計測と分析

②解答根拠の把握

③苦手な音の把握

https://app.metalife.co.jp/spaces/94EuVgR5UYlfxPStndP8
有朋高校視察/VID_20250430_104514_00_003.insv
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①時間の計測と分析

事前課題 Speaking等、言語活動の時間を確保

個人 MEMO欄に自分の意見をkeywordで記入

ペア共有 物事を多角的に捉える基礎作り

Topicに対する意見を１分間で述べる

①時間の計測と分析

準備にかかった時間を確認

記録をしてテーマごとにグラフ化する

①時間の計測と分析

得意・苦手分野の把握

振り返りシートへの記入
（自己効力感の向上・目標設定）

自己調整スキルの向上

言語活動

１～２か月ごとに分析し、苦手なテーマの割合を増やす

②解答根拠の把握
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②解答根拠の把握

個人 読解問題で解答根拠にマーカー

ペア共有 ペアで自分の解答について説明・確認

全体共有 生徒が全体で発表 or 教員解答

ログパレにてマーカーや解答状況を把握

正答率の低いもののみを詳細説明

Speaking等、言語活動の時間を確保

③苦手な音の把握

事前課題 言語活動の時間を確保

個人 Dictationとチェック

個人 苦手な音の把握と音声確認

教員 音声指導と文法指導

ペア 音読練習

－これまでの実践における成果と今後に向けて
・生徒のノートが見えないという遠隔授業の課題をLEAFで一部解消
特に、ペンストロークとマーカーは遠隔授業でも効果的

・遠隔授業で使えるコンテンツの拡充（数研出版3TRIAL、洋書）

・学習履歴をログパレで確認する際のタイムラグ
⇒ひとまずTFabTileで解消、できれば今後LEAFの機能改善

・ペンストロークとマーカー以外のデータ活用、特に遠隔授業で実現
可能な学習者自身によるデータの活用方法
LEAF活用ならではの学習効果の解明

今後の見通し


